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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・自動血圧機のマンシェットの緩みがあり、本日交換しています。

・ホール（台所）電球切れの為、本日交換しています。

・オンコールの変更があります。

2/29（金）中村SGM→谷藤SGM

3/11（火）谷藤SGM→中村SGM
・庶務チームよりネームカードの発注についてメールがきています。

3月にネームカードの発注をしますので、現在使用しているネームカードで磁気が弱く使用できない人は庶務まで返信して下さい。返信する際は、社員No・職種・氏名（ふりがな）を入力して返信してください。期限は2/29（金）までとなっています。

・オーダリング内の商品「アテントファブリーズ」は生産中止商品になりましたので、今後は「ファブリーズ」のみとなります。発注時はご注意して下さい。
・第7回院内研修出欠の最終的な確認のメールが来ています。各自確認をして下さい。連絡がない場合はこのまま保存されますので、修正・申告漏れ等があれば速やかに東Gの半澤麻由美宛にメールでご連絡して下さい。申告期間は2／19（火）～2／27（水）までとなっています。
＜患者様連絡事項＞

・日向端　庸男様～老齢年金申請の為、必要である年金手帳の所在を昨日の準夜帯にて、家族（兄様）へ電話連絡し、確認しています。2/21（木）に面会の為来院予定であり、それまでに探し無かった場合は、息子様へ確認しておく事話されていました。年金手帳が無かった場合、は、社会保険事務所へ行き再発行できる事を明日、御家族様が来院した際に伝えて下さい。

・中野渡　鉄男様～本人より毎週面会へ来られる知人様へＴシャツを2枚程購入の依頼がありました。知人様が面会へ来られた際はスタッフ立ち会いのもと本人と一緒に金銭の受け渡しをして頂くようお願いします。

＜注目患者様ケース検討＞

・沢田　三朗様～本日PSW共にディケア見学しています。デイケア・施設の説明を行った後「予想よりキレイな所でビックリした」と本人話されています。他利用者より話し掛けられると、「また来るから」等交流あった様子です。体験利用時間（午前のみや午後のみ等）も可能な為、問診時に主治医へ相談してみる様本人へ伝えています。デイケアの感想を問うと「知っている人が多くて少し楽だ」と話されていました。退院後の生活については「今の環境と変わり、自宅での環境が慣れていないから不安だ」と話されている事がありました。PSWより情報ありました。

家業は農業の為、本人は退院後の生活について「自分だけ寝てばかりいるのではなく、家の手伝いもしたい」と話されています。担当スタッフと御家族が来院した際にも情報提供しながら、今後は退院後の自宅での余暇の過ごし方について、検討していきます。

又、今月の血液検査データ－の結果で「ＦＰＧ136」と血糖値高値認められます。現在の間食状況としては、余暇時、袋ラーメンやビスケットを食べている事があります。問診についたスタッフは上記を主治医へ情報提供し、本人への説明をして頂いて下さい。

・法霊崎　恵子様～スタッフ付き添いの買い物から2/1より単独での外出となり、約2

週間経ちます。単独での外出となってから菓子の購入品の数が多

く食事の際は、主食を少なく盛って食べている状況です。

体重の増加や検査データ－の確認を行いながら、購入品の数や間食状況について確認していきましょう。

　　　　　　　　　又、今後について本人は「自宅退院」を希望しています。お盆・正月での外泊状況としては「寝てばかりでした」と御家族より情報ありました。お盆や正月の長期外泊のみではなく定期的に外泊訓練進めても良いのではないか意見挙がっています。担当スタッフは、御家族と情報提供し、PSWと相談しながら退院に向け具体的に検討していきましょう。

＜Dr川端ケース検討･診察＞

・佐々木　康子様～夜間覚醒時、「身体を動かそうとしても動けない」と訴え聞かれ、

2/13（水）就床前よりフルニトラゼパム(2) 1T減薬となっていま

した。本日も同内容での継続処方となり、来週より以後定期とな

ります。本人は「眩暈やふらつきがある」と訴え聞かれており、身体症状の観察と病棟日課・プログラムへの取り組み状況や夜間睡眠状況の観察・確認を行っていきましょう。

・浅野　秀子様～「涎や便が気になって落ち着かない」との訴えあり1/30（水）より定期薬減薬となり、その後本人より｢気持ちが落ち着かない｣と不安を訴える事やプログラム参加への消極的さあり、2/13（水）の就床前より　リスペリドン(1)1×vds　7T臨時処方となっていました。本日も同内容での臨時処方となり、来週より以後定期となります。

　　　　　　　日課やプログラム参加は拒否無く、身体的不調の訴えは少なくなってきており、「やる気は出てきた」本人話されています。病棟日課・プログラムへの取り組み状況や夜間睡眠状況の観察・確認を行っていきましょう。

・平　京子様～排便コントロール目的の為、アローゼン1×夕食後　10P　頓服で処方となっていました。昨日排便2日間無い事から、アローゼン内服して頂いています。本日の午後、ピンポン玉の硬便あり、スタッフ確認しています。引き続き、排便状況の観察・確認を行うとともに水分補給促していきましょう。本人様へ腹部のマッサージを促すが拒否している為、プログラム（体育館活動）の際、スタッフとともに腹筋やストレッチを行ってみてはどうかを意見ありました。

・戸賀沢　潔様～昨日スタッフ付き添いともに服薬ボードを購入され、本日の朝より

1日分の管理で服薬自己管理実施しています。上記を問診時主治医へ報告しています。引き続き、誤薬・忘薬無いよう服薬状況について観察・確認して行きましょう。
・小坂　君子様～2/23（土）11：30～2/24（日）15：30まで、外泊希望あり、主治医

より許可が下りています。

問診時、疾病教室へ参加してから「足や髪の毛を引っ張られたりす

る」と発言聞かれています。主治医より、今週の疾病教室へは参加

して良いが、来週の疾病教室については問診時に状態を見て主治医

と相談する事本人へお話しがありました。

・吉田　富秋様～青風荘入所について、今後の青山荘での社会復帰訓練が必要である事を説明しPSWと連携しながら青風荘入所について進めるようにお話しありました。
・東海林　康之様～2/14眼鏡作成の為眼科受診され、処方箋のみ持参し帰院していま

す。眼科より意見書が当院へ届きました。次回は意見書と処方箋

を持ち、眼鏡屋へ行き、見積もり書を作成して頂く事となってい

ます。現在の本人の状況として外泊後より、自室での臥床や声掛

けにて服薬へ来られる状況が続いています。現在の状態を踏まえ

て、見積もり書を作成する為の外出は本人と担当スタッフと話し

合い、改めて日程を決めていく事としています。

　　　　　　　　　又、服薬自己管理（7日分へ拡大）に関しても3月に入ってから本

人と一緒に話し合い、検討していく事とし本人了解しています。

問診時、主治医より現在の状態として問うと本人は「疲れていない」と話されています。内服調整はせず、様子観察の指示がありました。病棟日課・プログラムへの取り組み状況や夜間睡眠状況の観察・確認を行うとともに現在の状態を振り返りながら認識できるよう関わっていきましょう。

＜生活習慣改善＞

・以前、カンファレンスにて、生活習慣アプローチについて、話し合いが行なわれました。本日プログラムの時間を利用し、日常生活の中でも「声を掛けてくれる」との一声運動が身についているのではないか？等、患者様はどう思っているのか？等の意見を患者様へ聞いています。　

リハプロＢグループの患者様は、「誘導時声掛けはいらない」との返事が多数いました。以上の意見を踏まえ、社会復帰病棟として、レストランへの移動時やプログラムの誘導の際は、「プログラム」「食事」等の「今自分が何をしなくてはいけない時間なのか」等の意識付けや自発的行動を目的とし今後は、誘導時は声掛け1回のみ行う事としています。ただし、活動場へ行かれた時は点呼し人数の確認をする事を皆様へ伝えています。又、プログラムへの遅れが続く場合は、本人と振り返りを行なう事とします。

・昨日の自治会ミーティングについて患者様より「入浴時間を早くして欲しい」と意見挙がっています。以前、スタッフが入浴状況を確認した所、シャワーが4つのみ設置されていますが、入浴時間になると一気に入って来られ席を各自場所取りしている状況です。最初に入った患者様が頭や体を洗った後浴槽に浸かっており、その時点ではシャワーが空いている状況にも関わらず、後から来られた患者様は空いている席がない為に端へ座り浴槽のお湯で頭や体を洗っている患者様がいました。今後、相手を気遣う言葉「開いているのでどうぞ」など入浴マナーについてSSTでのロールプレイやナイトプログラムにて改めて話し合いが必要ではないのか等意見が挙げられています。










